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［研究ノート］

パリ外国宣教会における上海の位置付け
⸺日本で活動した宣教師を中心に⸺

ル・ルー清野 ブレンダン
LE ROUX KIYONO Brendan

0．はじめに
・本研究のきっかけ

2019年に今のところ最後となっているキリスト教史関係の研究成果として「ジャポノロ

ジーことはじめ―パリ外国宣教会の日本学とその背景」（友田昌宏編『幕末維新期の日本と世

界：外交経験と相互認識』吉川弘文館，2019.3）を執筆してから，長年追究してきた宣教師

というテーマから少し離れていた。ところが，2023年中に科研費の共同研究への誘いがあっ

た。当時申請予定であったそのプロジェクトが幸運にも採択され，2024年度から「上海フラ

ンス租界（1849–1943）の文教活動に関する多言語で領域横断的な研究」という共同研究が発

足した。

そのおかげで，以前から意識していたパリ外国宣教会（Missions Étrangères de Paris，以下

MEPと略す）の東アジアにおけるネットワークについて研究するチャンスが訪れ，特に上

海との関係について焦点を当てようと思う。

・本研究ノートの目標

2023年 9月に行われた「キリスト教史学会　第 74回大会」での研究発表に基づいて，本研

究ノートは上記の研究への草分け的作業として位置付けたい。具体的には，今まで収集して

きた膨大な史料の整理を通じて上海と在日本MEP宣教師の関係を追究したいと考えている

が，ここではとりあえず在日本MEP宣教師にとっての上海（と中国）の役割を現段階で紹

介したい。

・先行研究の整理

CiNiiで検索すると，「上海＋宣教師」で該当研究はなく，「上海＋カトリック」の場合は「近

現代の上海におけるカトリックの社会福祉活動及びその意義」(2008)及び「時代を生き抜く

修道女たち―20世紀中国上海におけるカトリック修道女のライフヒストリー」(2005)という
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二つの論文しか表れていない。「パリ外国宣教会」だけで検索すると研究が確かに多岐に亘

り多いが，こちらの研究に近いものが管見のところないと思われる。

フランス語で人文科学系の学術雑誌等を所蔵するOpenEditionやPerséeで検索しても，なか

な該当するような論文が出てこない。その理由は，以下の書籍の紹介文にあるかも知れない。

“�e �rst scholarly work on the subject by leading scholars in the �eld, Missions Étrangères de Paris 

(MEP) and China examines the variety of ways in which MEP missionaries complemented and 

complicated Catholic Church and French engagement with Chinese society. [...]” (Missions Étrangères 

de Paris (MEP) and China from the Seventeenth Century to the Present, Editor: Ji Li, Brill, 2021, https://

brill.com/edcollbook/title/60996)

つまり 2021年以前に中国におけるMEPの活動に特化した研究がほとんどなかったという

ことで，その中で上海とMEPとの関係も同様であると考えられるので，これからも様々な

テーマについて研究する余地があると言っても過言ではない。

1．史料整理
1‒1．パリ外国宣教会資料館

2019年に，パリ外国宣教会資料館（Archives des Missions Étrangères de Paris，以下AMEP

と略す）の資料を保管・運用するための施設として Institut de recherche France-Asie （IRFA，

フランス・アジア研究所）が設立された。その目標を，MEPの歴史的遺産を「保存し，活用

させ，そして全てのアジア愛好家に提供する」こととして掲げている（https://irfa.paris/irfa/

linstitut-de-recherche-france-asie/）。確かに，ホームページが綺麗で見やすく，史料目録も充

実しており，研究環境全体が改善されたと言えよう。しかし一方で，写真撮影が自由にでき

なくなったことが短期出張でしか訪れられない史料館の場合，かなり困る。現に，24ヶ月ご

とに複写を 50枚まで有料で申請できるのみとなってしまった。

幸いなことに，2004年以降数回に分けて資料調査を行い，約 7700枚の写真を撮影するこ

とができた。量があまりにも多いので，未だに全てを解読・分析ができていない。どのよう

な資料があるのかについて，付録に掲載してある「AMEP史料整理 _20250106」を参照して

もらいたい。上海に関する資料も数多く含まれているので，これからもそれらの資料を解

読・分析する必要がある。

1‒2．教皇庁宣教事業団
在日MEP宣教師との関わりが深いのに今までほとんど使われてこなかった教皇庁宣教事

業団（Œuvres Ponti�cales Missionnaires，以下OPMと略す）がフランスのリヨンで保管して

いる布教事業団（Œuvre de la Propagation de la Foi, 以下OPFと略す）の史料について言及す

る必要がある。

まずOPFの和訳について説明を加えよう。宮里は「布教事業団」（宮里，2016，p. 113，

https://brill.com/edcollbook/title/60996
https://brill.com/edcollbook/title/60996
https://irfa.paris/irfa/linstitut-de-recherche-france-asie/
https://irfa.paris/irfa/linstitut-de-recherche-france-asie/
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p. 120），宮崎は「信仰広布会」（宮崎，2016），そして拙稿では「信仰布教慈善団体」（ル・ルー，

2012，p. 26）として訳している。上記宮里論文にこう記されている。「宣教師たちがこの団体

の委員に宛てた手紙を，フランシスク・マルナス著『日本キリスト教復活史』を訳した久野桂

一郎氏が，「布教中央事業委員会委員宛て」と訳していることを参照し，ここでは「布教事業団」

と訳した。」確かに，ローマ教皇グレゴリウス 15世によって 1622年に設置された，ローマ教

皇庁の聖省のひとつであり，1967年に改名される前に「布教聖省」(Sacra Congregatio de 

Propaganda Fide)として知られていた「福音宣教省」(Congregatio pro Gentium Evangelisatione)の

旧称の和訳を考えてみると，ラテン語のPropaganda Fideがフランス語のPropagation de la Foi

と同じ意味なので，ここではOPFを宮里と同様に「布教事業団」と訳すのが妥当と考える。

OPFは，リヨンの絹商人の娘でMEP宣教師の妹であったPauline-Marie Jaricotによって，

世界へのカトリック布教を経済的に援助するために 1822年にリヨンで創立された民間団体

である。会の仕組みは簡単かつ巧妙であった。会員は毎週 1スー（フランスの当時の通貨フ

ランの 20分の 1，つまり 5サンチーム）を寄付し，10人の新しい会員を募ることで組織とそ

の寄付金が急激に拡大した。フランス全国の教会に寄付箱が置かれるようになるほど人気の

団体になっていった。集まった寄付金は全てMEPに移転された。また，OPF はAnnales de 

la propagation de la foi（「布教年報」）という文集を，アジア等の宣教状況をフランス本土の信

者に伝え宣伝する目的で定期的に刊行した。かなりの冊数のデジタル版はフランス国立図書

館のホームページで閲覧可能となっている。

OPFは，上記の「布教年報」以外，MEP関係の史料をたくさん保管している。その目録

（Catalogue des Archives de l’Œuvre de la Propagation de la Foi 1822-1924, Fonds de Lyon）から，

特にアジアからの書簡を綴った「SERIE E: Lettres en provenance des missions d’Asie」が本研究

と関係があると考え，その中にある中国 (CHINE)関係の一覧表を以下に掲載する。ただ残

念なことに筆者が 2017年に史料調査のためOPF資料館を訪れた際，日本関係の史料しか撮

影していないので，リヨンへの更なる史料調査が避けられないであろう。

Cotes Libellés dates

E 108 1 – Hong-Kong : Vicariat apostolique
2 - Procure des Missions Italiennes et de la Propagande
3 - Procure des Missions Étrangères de Paris
4 - Procure des Missions Étrangères Espagnoles
5 - Religieuses Canossiennes

1842-1921
1842-1891
1853-1909
1861-1866
1865-1890

E 117 Macao :
1 - Évêché
2 - Procure des Missions Italiennes
3 - Procure des Missions Espagnoles
4 - Procure des Missions Étrangères de Paris

1836-1921
1838-1841
1840-1860
1833-1850

E119 Évêché de Nankin 1843-1856

E 120 Shanghaï – Procures
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2．中国における（MEPの）「Procure」について
OPF史料の上記の一覧表に何ヶ所かに「Procure(s)」という単語が表れている。MEPと上

海との関係について考える時に非常に重要なキーワードであるので，まずその概要や設立経

緯等をフランス・アジア研究所 IRFAの資料を使って説明する。

【資料 1】（左が原本，右が筆者による和訳。[　]は筆者による加筆。）

Les procures de Hongkong et Macao
Installation de procures pour faciliter les échanges avec Paris
Les rapports des missions avec le Séminaire de la rue 
du Bac sont assurés par des maisons de correspondance 
appelées procures. Celles-ci offrent l’hospitalité aux 
missionnaires en route pour leurs missions d’Extrême-
Orient ou de retour vers la France, et elles reçoivent et 
transmettent à leurs destinataires les objets expédiés 
du Séminaire, de l’argent, etc. Véritable appui matériel 
pour les missionnaires, elles sont administrées par un 
procureur, qui joue le rôle d’intermédiaire entre le 
Séminaire de Paris et les missions d’Asie. En Chine, la 
procure déménage à plusieurs reprises :
-　1685 : création de la procure de Canton
-　 1732 : transfert de la procure de Canton à Macao
-　 1847 : transfert de la procure de Macao à Hongkong
-　 1864 : création de la procure de Shanghai
Le procureur, père supérieur placé à la tête de la procure, 
décide des destinations des missionnaires en Chine.
En 1847, le P. Libois, procureur depuis cinq ans, 
transfère la procure de Macao à Hongkong où 
«  l’administration libérale anglaise est plus accueillante 
et prometteuse que le contrôle portugais  » [...]. En 
1864, il installe la procure à Shanghai pour répondre 
à une demande pressante de nombreux missionnaires 
de Chine. Le P. Pierre-Xavier Cazenave en devient le 
premier procureur. Facile d’accès, la procure de Shanghai 
devient une importante source de �nancement grâce aux 
possibilités o�ertes dans la concession française. 

香港とマカオの会館
パリとの連絡・交流の助けとしてのプロキュール
の設立
宣教師たちとバック通り［MEPのパリの住所］の
神学校との関係は，プロキュールと呼ばれる文通
宿［通信宿，通信館？］によって保たれていた。プ
ロキュールは極東に向かう宣教師やフランスに戻
る宣教師のもてなしを行い［➀］，［MEPの］神学
校から送られた物品，金銭などを受け取り，宛先
に転送した［➁］。宣教師たちに物質的な支援を提
供するプロキュールは，パリの神学校とアジアの
宣教地との仲介役を務める館長によって管理され
た。中国におけるプロキュールは何度か移転した。
- 1685：広東プロキュールの設立
- 1732：広東からマカオへのプロキュール移転
- 1847：マカオから香港へのプロキュール移転
- 1864:上海プロキュールの設立［→後述］
宣教師が中国のどこに行くかは，上長神父である
プロキュール館長が決定した。
1847年，5年前から館長を務めていたリボワ神父
は，「ポルトガルの統制よりもイギリスの自由な管
理の方が快く有望であった」［中略］香港にマカオ
のプロキュールを移転させた。1864年，リボワ神
父は，中国における多くの宣教師たちからの切迫
した要請に応えて，上海にプロキュールを設立［＝

4

移転
4 4

→後述］した。ピェール＝グザヴィエ・カズ
ナーヴ神父が初代館長となった。アクセスしやす
い上海のプロキュールは，フランス租界が提供す
る様々な機会のおかげで，重要な資金源となった。」

（IRFA, 2021年 11月 2日，p. 14-15）
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3．中国のProcureと在日MEP宣教師との関係
3‒1　「もてなし」
史料 1から，「プロキュールは極東に向かう宣教師やフランスに戻る宣教師のもてなしを

行」うために設立された施設であることが読み取れる。以下はそのような「もてなし」を示

すいくつかの事例を提示する。

・【史料 2】

« Comme missionnaire du Japon et au défaut d’un supérieur de cette mission je me permets de 

protester contre un acte de Mr Libois qui voudrait imposer à la mission les frais du voyage des trois 

premiers Missionnaires. Le règlement porte que les missionnaires sont à la charge de la Procure 

jusqu’à leur arrivée en Mission, c’est ce qui s’est toujours pratiqué dans notre société, et c’est ce qui 

doit toujours avoir lieu sans aucune exception. Mr Libois, tout seul, n’a pas le droit d’y rien changer. 

Les $800 doivent donc être remboursés à la mission. » [AMEP 568-2 Japon (1850-1860) lettres de 

Mounicou]

ムニクー1よりMEP神学校宛の書簡（香港，1855年 4月 14日付）：MEPの会則によると，

宣教師達は与えられた宣教地に到着するまでプロキュールの管轄下に置かれているので，宣

教地への旅費等はプロキュールの予算から出すべきだという主張が読み取れる。

・【史料 3】

« L’opposition que je rencontrai au projet ci-dessus mentionné m’a empêché de voir MM. Les 

Lazaristes comme j’eusse désiré de le faire. J’ai bien passé trois jours dans leur procure, mais ces 

Messieurs étaient tellement bousculés par la troupe d’o�ciers qui étaient comme moi descendus chez 

eux que je n’ai pas trouvé un moment pour m’entretenir avec Mgr De La Place dont je désirais de faire 

la connaissance. » [AMEP 569 Japon (1839-1862) lettres de Mounicou]

ムニクーよりリボワ 2宛の書簡（Gutzlaf島沖（浙江省），1856年 5月 4日付）：香港を離れて

日本へと向かっているムニクーは浙江省・寧波にあるラザリスト会 3のプロキュールに 3日

間滞在したことが読み取れる。MEPの宣教師が別の宣教会であるラザリスト会のプロ

キュールでももてなしを受けることがあったという事実もここで言及に値すると考える。

・【史料 4】

1 Pierre MOUNICOU, 1825-1871。1848年から香港に滞在し，1856年に初来日したMEPの宣教師。
2 Napoléon LIBOIS, 1805-1872。1837年から帰国する 1866年まで，マカオそして香港においてMEPの中心
人物として中国の宣教活動を支持・指示したMEPの宣教師。
3 ヴィンセンシオの宣教会の通称。ヴァンサン・ド・ポール（のちの聖ヴィンセンシオ・ア・パウロ）に
よって 1625年に創立されたカトリックの宣教会。1773年に禁止となったイエズス会に代わって，18世紀
末以降中国での活動を展開した。
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« Il y a déjà un Missionnaire de trop à Loutchou : Deux su�raient. Or Le nouveau Missionnaire 

attendrait peut-être longtemps à la Procure. Or je crois qu’un long séjour à la Procure non expedit 

pour la plupart des Missionnaires. Vous me comprenez. On s’y ennuie bien vite. » [AMEP 568-2 

Japon (1850-1860) lettres de Mermet (Ryû-Kyû Hong-Kong)]

メルメ 4よりMEP神学校幹部 (« Bien cher et Vénéré Supérieur »)宛の書簡（香港，1857年4月

14日付）：プロキュールは宣教師が宣教地へ派遣されるまで滞在・待機する場所ではある

が，そこでの滞在は長くない方が良く，長くなるとすぐ退屈するという意見が読み取れる。

宣教師なら宣教地に早く派遣されたいという裏の意味も含まれているであろう。

・【史料 5】

« Me voici donc prosaiquement [sic] installé chez le bon Père Aymeri. Sa procure n’a pas 

extérieurement une mine bien gentlemane [sic]. Cependant on y trouve tout le confortable. C’est 

l’image de son procureur qui, comme les vieux arbres de nos forêts, à [sic] une écorce un peu d’un autre 

siecle ［sic］, mais renferme un miel excellent. » [AMEP 569-1 Japon (1839-1862) lettres de Mermet 

(Ryû-Kyû Hong-Kong Shanghai)]

メルメよりMEP神学校幹部宛の書簡（上海，1858年 7月 12日付）：日仏修好通商条約の交

渉に参加するため江戸へと向かっている途中，メルメは上海のラザリスト会のプロキュール

に滞在するが，そのプロキュールが外見的に見て良くないとは言え，居心地が良いというこ

とが読み取れる。

紙幅の関係でここで述べられない他の事例を考慮すると，もしかするとプロキュールでの

もてなしに関して言えば，香港より上海，MEPよりラザリスト会の方が質が良かったのか

も知れない。その点を更なる史料調査に委ねたい。

3‒2．物品・金銭・文通の仲介
一方，史料1からプロキュールはMEPの「神学校から送られた物品，金銭などを受け取り，

宛先に転送」する役割も担っていたことが読み取れる。以下はそれに関するいくつかの事例

を提示する。現段階では，博士論文（ル・ルー，2012）の中心人物であるメルメと中国（香港・

上海）のプロキュールとのやり取りの例が最も多いので，それ以外の宣教師に関する例をこ

れから集め続ける必要がある。

・【史料 6】

« Depuis mon arrivée ici, M. Libois ne cessait de faire entendre à mes confrères et à moi, qu’en vertu 

4 Eugène-Emmanuel MERMET-CACHON, 1828-1889。1855年 2月から琉球に滞在し，その後 1858年の日
仏修好通商条約の交渉のため通訳として江戸に少しの間滞在し，翌 1859年 11月から 1863年 6月まで箱館
に滞在した。
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d’ordres par lui reçus de vous, il appartenait à lui seul de juger de l’opportunité d’employer et de nous 

remettre par conséquent, l’argent qu’il avait entre les mains pour notre mission du Japon.―Un projet 

de tentative aux Kouriles, au Japon, ou même simplement aux îles Lieou-Kieou, paraissait-il sur le 

tapis : « Moi, disait M. Libois, j’ai des ordres de nos Messieurs de Paris, et d’abord je ne donne pas un 

sou ! » » [AMEP 568-1 Japon (1844-1849)]

フォルカード 5よりMEP神学校校長各位宛の書簡（香港，1849年10月10日付）：資金の用

途と運用について，香港のプロキュール長リボワとの間で齟齬が生じていることが読み取れ

る。リボワが資金に対する一切の権限を持っていると主張しているのに対し，フォルカード

の考えでは日本へ派遣された宣教師達の資金用途計画を重視すべきである。

そのようなMEPの限られた貴重な資金の運用に関する問題・齟齬は，その後度 （々とい

うよりも割りと頻繁に）現れ続けたと言える。

・【史料 7】

« Un jour arrive à la procure une lettre de son Excellence le gouverneur de HongKong à mon 

adresse. Un naufragé Japonnais [sic] a été recueilli en mer, y était-il dit, veuillez avoir la bonté de venir 

nous servir d’interprète. Jugez de ma joie. La pêche sera pour moi pensai-je. C’est un de nos 

paroissiens. Je vais ou plutôt je vole au bureau du gouvernement. » [AMEP 568-2 Japon (1850-1860)

lettres de Mermet (Ryû-Kyû Hong-Kong)]

メルメよりパリ神学校幹部宛の書簡（香港，1857年 4月 14日付，史料 4と同じ書簡）：イ

ギリスの香港総督からの手紙がメルメ宛にプロキュールに届いたとの報告が読み取れる。そ

の送られてきた手紙の内容は，日本人の漂流民が救済されたので，1年半以上琉球で日本語

（と琉球語）を学んだメルメに通訳をして欲しいというものである。ついでに，イギリスの

総督がフランスの宣教師の援助を求めることも当時の中国における西洋諸国の関係・交流に

ついて興味深い現実を示してくれていると言える。

・【史料 8】

« Je ferai tous mes e�orts pour me �xer à Iedo. Si l’occasion favorable se présente, je désire acquerir 

［sic］ un terrain pour les Etablissements de la Mission. J’emprunte 50 [?] piastres du Père Aymeri ; J’espère 

avoir votre approbation. Si J’avais eu le temps de vous consulter Je l’aurais fait sans aucun doute. »

[AMEP 569-1 Japon（1839-1862）lettres de Mermet (Ryû-Kyû Hong-Kong Shanghai)]

メルメよりリボワ（と思われる宣教師）宛の書簡（上海，1858年8月21もしくは31日付）：
5 �éodore FORCADE, 1816-1885。1842年にMEP神学校に入り，翌 1843年にマカオへ赴き，リボワのも
とでプロキュールの副責任者として務めた。1844年から 2年ほど琉球に滞在したが，布教活動がほぼ皆無
であった。1846年に日本使徒座代理区の初代代理区長に任命されたが，日本（本土）に渡ることはなかっ
た。
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香港を出てフランス全権大使ジャン=バティスト・ルイ・グロ男爵 ( Jean-Baptiste Louis Gros, 

1793-1870)と共に江戸へと出発する機会を上海で待機しているメルメが，エームリ神父 6よ

り 50ドルを借金したとの報告が読み取れる。江戸に居残り，そこでMEPのために土地を購

入したいことも述べているので，その金額を土地購入に充てたいとメルメが考えていたと考

えられる。エームリ神父がMEPではなくラザリスト会の宣教師であることから，プロキュー

ルの利用以外にも金銭的な貸借も宣教会間で行われていたことが分かり，大変興味深い事実

である。

・【史料 9】

« Janvier 17 ..60

R 16 fev 1860

Mon Cher Père,

Je vous suis in�niment reconnaissant pour la diligence que vous avez mise à envoyer mes e�ets,  J’en 

avais un grand besoin. Je viens encore vous importuner une seconde fois pour de petites commissions : 

donc Mon Cher Père, veuillez etre [sic] assez bon pour m’envoyer quelques beaux cierges que les 

Elèves des Mos font si bien et un petit fourneau à la premiere [sic] occasion, je n’ai pas besoin de 

tuyeaux [sic].

Il est impossible de se procurer ici de la cire. Le Commandant du Cruzer qui vous connait [sic] se 

chargera volontiers de ces petits objets.

Je vous envoie pour Etrennes une boîte de bonbons japonais. Veuillez les agréer comme une petite 

marque de ma respectueuse amitié.

E. E. Mermet

Je pense que nos chers confrères de Corée sont partis. Ma lettre leur arrivera donc toujours assez tôt 

à Shanghai pour leur etre [sic] expédiée. Je vous l’Enverrai ouverte a�n que vous puissiez vous meme 

[sic] avoir qques [sic] détails sur ma vie à Hakodate.

3 ½ cierges » [AMEP 0659-3 Mermet (Archives des Lazaristes à Rome (1))]

メルメよりエームリ宛の書簡（箱館，1860年 1月 17日付）：1859年 11月に箱館に着任し

たメルメが，エームリに送ってもらった私物の送付について感謝の一言を述べた後，日本（ま

してや蝦夷地）ではなかなか手に入らない必需品（大ロウソク，かまどもしくは炉，蝋）の
6 「アンジュ＝ミシェル・エムリー，高幕理KAO MOU-LI，司祭。1820年12月6日，ピエモンテ（イタリア）
［中略］に生まれる。［中略］1848年 6月 21日，マカオ［澳門］に到着。北京教区の宣教師となり，1849年 4
月 15日に着任。1857年，上海を本拠地とするラザリスト会中国伝道総監に任命される。1880年 3月 6日，
上海で死去。墓場も上海にある。」(Van Den Brandt, 1936, p. 52-53)
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購入を依頼していることが読み取れる。と同時に，新年の挨拶のプレゼントとして和菓子を

送付することも記載されている。また，朝鮮へと既に出発したであろうという宣教師達に宛

てた手紙も同封しているので，MEPにとっての上海におけるラザリスト会のプロキュール

の「物品・金銭・文通の仲介」としての役割が明確である。

上記のように，メルメは日本（箱館）で入手できない日常品・必需品等を上海（ラザリス

ト会のエームリ）経由で依頼することが史料から頻繁に見られる。当時の東アジアにおける

海路の状況を考えれば，横浜・江戸経由のルートより上海経由のルートの方が便利且つ早い

とメルメが判断したのではないかと考えられる。（実際，横浜・江戸から送ってもらったは

ずのモノはなかなか届かないと嘆いているメルメの姿も別の史料から見られる。）

4．MEPの上海におけるProcureの必要性
最後に，1864年に設立された上海でのMEPのプロキュールに関する問題・議論がいつか

ら現れたのかについて，いくつかの史料に基づいて考えてみよう。

まず【史料 1】を基に在中国MEPプロキュールの設立・移転の経緯を確認しておこう。当

初の 1685年に広東にプロキュールが設立されたが，1732年にそれがポルトガル領のマカオ

へと移転した。約 100年後の 1847年に，「5年前から館長を務めていたリボワ神父は，「ポル

トガルの統制よりもイギリスの自由な管理の方が快く有望であった」香港にマカオのプロ

キュールを移転させた」ことも記載されている。

上海のプロキュールに関しては，【史料 1】に「1864：上海プロキュールの設立」(« 1864 : 

création de la procure de Shanghai »)と一覧表のように書いてあり，さらに説明文の中に「1864

年，リボワ神父は，中国における多くの宣教師たちからの切迫した要請に応えて，上海にプ

ロキュールを設立した」(« En 1864, il [Libois] installe la procure à Shanghai pour répondre à une 

demande pressante de nombreux missionnaires de Chine. »)という記載がある。【史料 1】のそれ

らの記述だけでは，1864年の時点で香港のプロキュールが上海へ移転したのか，それとも

香港のものとは別に上海に新しいプロキュールが設立されたのか，曖昧なままである。とこ

ろが，前述のようにリボワは 1866年に帰国するまで香港でのプロキュール館長であったし，

別の参考文献に「1864年，リボワ神父は，中国における多くの宣教師たちの要請に応えて，

ピェール・グザヴィエ・カズナーヴ（1834-1912）を上海における同格プロキュール館長とし

て任命した」(“In 1864, responding to the requests of many missionaries in China, Libois installed 

Pierre Xavier Cazenave (1834-1912) as a fellow procurator in Shanghai.”, [Charbonnier, 2021, p. 

262])という情報が見られるので，やはり 1864年以降中国に二つのMEPのプロキュールが

存在していたことになると考えるしかない。

MEPの上海におけるプロキュールに関する記述を，AMEPの「詳細目録」(Tables 

analytiques)から羅列することとしよう。残念なことに現段階ではそれらの「詳細目録」以外

は原本の書簡等は入手できていないので，さらなる史料調査で内容確認を行う必要がある。
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・リボワよりアルブラン（François ALBRAND, 1803-1867, MEP幹部の一人）宛の書簡，

1856年 5月 4日付：« Question de la procure de Chang-haï. Désigne M. Mermet comme procureur. » 

[AMEP Tables analytiques Vol 312-313-314 (Procure 1837-1858)]

→リボワはその時点で上海に新しいプロキュールを建て，その館長 (« procureur »)として

メルメを任命しようと考えている計画をパリ本部に伝えることが読み取れる。

・ギエリ (Guierry)よりルセイユ（Jean-Joseph ROUSSEILLE, 1832-1900, 1856年から 1860年

まで香港のプロキュール館長）宛の書簡，1857年 6月 18日付：« La procure des Lazaristes 

transportée à Shang-haï. » [AMEP Tables analytiques Vol 316-317(Procure 1837-1846)]

→MEPより先にラザリスト会が上海にプロキュールを移転し，上述の通りMEPの宣教師

もそれを利用することが頻繁にあった。

・ルセイユよりMEP幹部各位宛の書簡，1857年 7月 9日付：« [...] Mgr Verrolles va retourner 

en Manchourie avec M. Boyer. M. Aymeri sera son procureur à Shang-Haï.  » [AMEP Tables 

analytiques Vol 312-313-314 (Procure 1837-1858)]

→ヴェロール (Emmanuel VERROLLES, 1805-1878)満州教区司教が満州へ戻るところであ

るが，エームリが彼のために在上海プロキュール館長の役割を担うことが読み取れる。少し

謎の記述であるが，香港より距離的に近い上海のラザリスト会のプロキュールの方が仲介役

として相応しいということなのかも知れない。とにかく上海におけるMEPとラザリスト会

との関係は重要な課題であることは改めて確認できたと言えよう。

・リボワよりMEP幹部各位宛の書簡，1858年 4月 12日付：« [...] Question d’une procure à 

Shang-haï. » [AMEP Tables analytiques Vol 312-313-314 (Procure 1837-1858)]

→上海にプロキュールを設立するかという課題が明確に現れている。

・リボワよりMEP幹部各位宛の書簡，1863年 3月 25日付：« [...] Faveurs accordées par les 

messageries. Services rendus par M. Aimery [...], lazariste. Envoie le contrat de location d’un terrain à 

Shanghaï [...] » [AMEP Tables analytiques Vol 316A (Hongkong 1851-1921)]

→リボワはラザリスト会のエームリがMEPの世話をしてくれていることをMEP本部に

伝え，そして上海の土地の借地契約を送付している。ここで，上海でのMEPのプロキュー

ルの計画がかなり現実味をもったものとなってきていることが分かる。

・リボワよりMEP幹部各位宛の書簡，1863年 3月 31日付：« [...] Renseignements plus 

détaillés sur son voyage à Shanghai et sur le terrain qu’il y a loué. Utilité d’une procure à Shanghai. 

Propose M. Cazenave pour y être le premier procureur [...]. M. Osouf appuie la motion de M. Libois 
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pour une procure à Shanghai. » [AMEP Tables analytiques Vol 316A (Hongkong 1851-1921)]

→リボワは上海に実際赴き，おそらく借地契約を結び土地も確認できたと考えられる。上海

でのプロキュールの必要性を改めて訴えることが読み取れる。しかしなぜ必要なのかは残念な

がら「詳細目録」から読み取れない。とにかくリボワは独断で新しいプロキュールを設立しよ

うとしているのではなく，オズーフ 7のような宣教師もそれを支持していることも分かる。

・リボワよりアルブラン宛の書簡，1864年5月23日付：« [...] La procure de Shanghaï terminée. » 

[AMEP Tables analytiques Vol 316A (Hongkong 1851-1921)]

→リボワは上海のプロキュールの建設が完成したことをMEP本部に伝えていることが読

み取れる。

・リボワよりMEP幹部各位宛（？）の書簡，1866年 2月 25日付：« [...] Utilité de la procure 

de Shanghaï et de celle de Singapore. Une procure à Saïgon n’est pas nécessaire. La procure générale 

doit demeurer à HK. Rien donc à changer au statu quo. »

 [AMEP Tables analytiques Vol 316B (Hongkong 1866-1878)]

→リボワにとって，上海とシンガポールのプロキュールは必要であるが，サイゴン（現ホー

チミン市）にプロキュールを設立する必要はないと主張していることが分かる。また，総合

プロキュールは香港のままで良いと訴えていることも読み取れる。つまり，1864年以降中

国においてMEPのプロキュールが二つあり，より古い香港のプロキュールがシンガポール

と上海のプロキュールを「総合プロキュール」として管轄する地位にあったことが分かる。

ちなみに，シンガポールでのプロキュールの設置も早い段階から議論されていたようで，

例えば以下の記述が見られる。

・リボワよりMEP幹部各位宛の書簡，1851年 6月 22日付：« Nécessité de mettre un procureur 

à Singapore. M. Monicou [sic] conviendrait. »

 [AMEP Tables analytiques Vol 312-313-314 (Procure 1837-1846)]

→シンガポールにプロキュールを設立する必要があり，その procureurとしてムニクーが

適切であるとリボワは主張していることが読み取れる。

・オズーフよりMEP幹部各位宛（？）の書簡，1866年 4月 13日付：« [...] M. Girard accorde 

les 4.000 fr. demandés pour la construction de la procure de Shanghaï. »

 [AMEP Tables analytiques Vol 316B (Hongkong 1866-1878)]

 7 Pierre-Marie OSOUF, 1829-1906。1856年から 1862年までシンガポールのプロキュール初代館長，1866年
から 1875年まで香港のプロキュール館長を務めた後，1876年に北日本使徒座代理区長に任命され，1891
年に東京大司教となり，死去する 1906年までその任務を果たし続けた。
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→日本教区上長ジラールが上海プロキュールのために申請された 4,000フランの支払いを

認めることが読み取れるが，1864年 5月の時点で建設が終わっているはずなので，疑問が残

る。また，その金額がどこからの資金なのか（OPF？），なぜジラールがそれを支払う権限

があったのかなど，「詳細目録」だけでは解決できない課題が残されている。

5．結び
本研究ノートでは，上海のプロキュールが日本への布教活動を支える中心的役割を果たし

ていたことを明らかにしようとした。特に，寄港地，物資供給，情報共有，文化交流などの

側面での重要性が強調できる。これにより，上海はヨーロッパからの宣教師にとって次第に

「日本への扉」として機能し，日仏中三国間の関係構築に深く寄与したと考えられる。

しかしながら，上海のラザリスト会のプロキュールと在日MEP宣教師との関係や中国に

おけるプロキュール間のネットワークなど，現段階の史料だけでは解決できない問題がたく

さん残されていることは言うまでもない。さらなる史料調査を行い，それらの問題の解決を

別の機会へ譲りたい。
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